
な
が

い

よ
し

ゆ
き

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

永

井

美

之

専
攻
学
科
目

ウ
イ
ル
ス
学

生

年

月

昭
和
一
四
年
八
月

略

歴

昭
和
四
〇
年

三
月

名
古
屋
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
業

同

四
五
年

三
月

名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
博
士
課
程
満
期
退
学

同

四
五
年

四
月

名
古
屋
大
学
医
学
部
助
手

同

四
八
年

五
月

医
学
博
士

同

四
九
年

四
月

ド
イ
ツ
国Justus-L

iebig

大
学
ウ
イ
ル
ス
研
究
所
研
究
員
（
昭
和
五
一
年
六
月
ま
で
）

同

五
四
年

四
月

名
古
屋
大
学
医
学
部
助
教
授

同

五
九
年

二
月

名
古
屋
大
学
医
学
部
教
授

平
成

五
年

四
月

東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
教
授

同

一
〇
年

六
月

国
立
感
染
症
研
究
所
エ
イ
ズ
研
究
セ
ン
タ
ー
長

同

一
二
年

四
月

名
古
屋
大
学
名
誉
教
授

同

一
三
年

四
月

富
山
県
衛
生
研
究
所
長

同

一
七
年

七
月

独
立
行
政
法
人
理
化
学
研
究
所
感
染
症
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
支
援
セ
ン
タ
ー
長
（
現
在
に
至
る
）
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医
学
博
士
永
井
美
之
氏
の
「
パ
ラ
ミ
ク
ソ
ウ
イ

ル
ス
病
原
性
の
分
子
基
盤
の
解
明
と
新
規
発
現

ベ
ク
タ
ー
の
創
出
」
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

永
井
美
之
氏
は
パ
ラ
ミ
ク
ソ
ウ
イ
ル
ス
科
の
代
表
的
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
ニ
ュ

ー
カ
ッ
ス
ル
病
ウ
イ
ル
ス
（N

D
V

）
と
セ
ン
ダ
イ
ウ
イ
ル
ス
を
主
な
研
究
対
象

と
し
て
、
パ
ラ
ミ
ク
ソ
ウ
イ
ル
ス
病
原
性
発
現
の
分
子
基
盤
を
解
明
し
た
。
さ

ら
に
、
セ
ン
ダ
イ
ウ
イ
ル
ス
を
用
い
た
リ
バ
ー
ス
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
の
系
を
確

立
し
、
ウ
イ
ル
ス
の
必
須
遺
伝
子
と
ア
ク
セ
サ
リ
ー
遺
伝
子
の
機
能
を
明
確
に

位
置
づ
け
し
た
。
こ
の
系
を
足
場
と
し
て
、
新
し
い
作
用
基
盤
に
立
つ
セ
ン
ダ

イ
ウ
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
を
開
発
し
、
今
後
の
先
端
医
療
に
新
た
な
視
点
か
ら
取

り
組
み
得
る
ベ
ク
タ
ー
と
し
て
の
可
能
性
を
提
示
し
た
。
さ
ら
に
、
エ
イ
ズ
研

究
に
お
い
て
、
ウ
イ
ル
ス
糖
鎖
の
機
能
解
析
と
い
う
新
し
い
研
究
側
面
を
展
開

し
た
。
永
井
氏
の
業
績
は
以
下
の
四
項
目
に
集
約
さ
れ
る
。

（
１
）

パ
ラ
ミ
ク
ソ
ウ
イ
ル
ス
病
原
性
の
宿
主
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
依
存
性
の
発
見

培
養
細
胞
系
で
増
殖
し
た
セ
ン
ダ
イ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
性
発
現
に
は
、
ウ
イ

ル
ス
の
Ｆ
糖
蛋
白
質
が
ト
リ
プ
シ
ン
で
切
断
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い

た
。
永
井
氏
は
、
同
じ
パ
ラ
ミ
ク
ソ
ウ
イ
ル
ス
科
のN

D
V

を
用
い
、N

D
V

で
は
Ｆ
糖
蛋
白
質
が
細
胞
質
内
輸
送
途
上
、
ゴ
ル
ジ
装
置
で
１Ｆ
と
２Ｆ
に
プ
ロ
セ

ス
さ
れ
、
感
染
性
を
も
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
留
学
先
の
ユ
ス
ト
ス
・
リ

ー
ビ
ッ
ヒ
大
学
で
入
手
し
たN

D
V

の
強
毒
株
は
全
身
の
臓
器
に
感
染
し
て
致

死
性
を
示
す
。
弱
毒
株
は
一
部
臓
器
の
み
に
感
染
し
、
非
致
死
性
で
あ
る
。
永

井
氏
は
こ
の
違
い
を
検
討
し
、「N

D
V

病
原
性
の
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
依
存
性
現

象
」
を
発
見
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ウ
イ
ル
ス
と
細
胞
膜
の
融
合
に
よ
る
感
染
の

開
始
に
働
く
糖
蛋
白
質
�
Ｆ
�
が
全
臓
器
に
普
遍
的
に
発
現
し
て
い
る
プ
ロ
テ

ア
ー
ゼ
に
よ
り
切
断
活
性
化
さ
れ
る
か
、
限
定
臓
器
の
み
に
発
現
し
て
い
る
特

異
な
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
に
よ
っ
て
し
か
活
性
化
さ
れ
な
い
か
に
よ
っ
て
感
染
領
域

が
決
ま
る
。
帰
国
後
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
切
断
の
特
異
性
を
区
別
す
る
Ｆ
糖
蛋
白
質

内
の
分
子
モ
テ
ィ
ー
フ
を
決
定
、
さ
ら
に
、
強
毒
ウ
イ
ル
ス
の
み
を
認
識
す
る

全
身
で
発
現
す
る
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
、
お
よ
び
弱
毒
ウ
イ
ル
ス
を
認
識
す
る
局
所

性
の
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
同
定
し
、
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
依
存
性
病
原
性

発
現
の
分
子
基
盤
を
確
定
し
た
。
こ
の
「
病
原
性
の
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
依
存
性
パ

ラ
ダ
イ
ム
」
は
、
ウ
イ
ル
ス
病
原
性
の
初
め
て
の
分
子
的
理
解
を
担
っ
た
だ
け

で
は
な
く
、
現
在
大
問
題
に
な
っ
て
い
る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
高

病
原
性
と
低
病
原
性
の
違
い
に
も
適
用
さ
れ
る
な
ど
、
ウ
イ
ル
ス
病
原
性
解
明

に
お
け
る
意
義
は
非
常
に
大
き
い
。

（
２
）

リ
バ
ー
ス
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
の
確
立
に
よ
る
パ
ラ
ミ
ク
ソ
ウ
イ
ル
ス
の

増
殖
と
病
原
性
の
理
解

三
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パ
ラ
ミ
ク
ソ
ウ
イ
ル
ス
を
は
じ
め
、
マ
イ
ナ
ス
鎖R

N
A

ゲ
ノ
ム
を
も
つ
ウ

イ
ル
ス
で
は
、
リ
バ
ー
ス
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
の
基
盤
と
な
るR

N
A

をD
N
A

に
変
換
し
、
再
び
ウ
イ
ル
ス
と
し
て
回
収
す
る
技
術
は
新
し
い
課
題
で
あ
っ

た
。
永
井
氏
は
セ
ン
ダ
イ
ウ
イ
ル
ス
を
用
い
、
早
期
に
、
国
際
的
に
み
て
も
比

類
な
い
高
効
率
で
ウ
イ
ル
ス
を
回
収
す
る
系
を
確
立
し
た
。
こ
の
技
術
を
駆
使

し
て
、
パ
ラ
ミ
ク
ソ
ウ
イ
ル
ス
学
に
お
け
る
積
年
の
課
題
を
次
々
と
決
着
さ
せ

た
。
と
く
に
、
ウ
イ
ル
ス
増
殖
に
と
っ
て
必
須
で
は
な
い
と
い
う
位
置
づ
け
に

あ
り
、
そ
の
機
能
も
謎
に
包
ま
れ
て
い
た
二
個
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
遺
伝
子
は
、

い
ず
れ
も
培
養
細
胞
内
の
増
殖
に
お
い
て
は
必
須
で
は
な
い
が
、
個
体
レ
ベ
ル

の
病
原
性
発
現
に
お
い
て
は
決
定
的
に
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
を
世
界
で
初

め
て
証
明
し
た
。
そ
の
機
能
の
核
心
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
系

へ
の
拮
抗
とIR

F3

に
依
存
す
る
が
未
解
明
の
自
然
免
疫
系
へ
の
拮
抗
に
あ
る

こ
と
を
発
見
し
た
。
以
上
の
成
果
は
、
他
の
パ
ラ
ミ
ク
ソ
ウ
イ
ル
ス
の
研
究
に

お
い
て
も
ア
ク
セ
サ
リ
ー
遺
伝
子
を
焦
点
に
し
、
ウ
イ
ル
ス
学
と
免
疫
学
と
の

新
た
な
接
点
を
拓
く
と
い
う
今
日
の
学
問
的
潮
流
を
生
む
契
機
と
な
っ
た
点
で

画
期
的
で
あ
る
。

（
３
）

遺
伝
毒
性
の
な
い
高
発
現
細
胞
質R

N
A

ベ
ク
タ
ー
「
セ
ン
ダ
イ
ウ
イ

ル
ス
ベ
ク
タ
ー
」
の
創
出

永
井
氏
は
、
セ
ン
ダ
イ
ウ
イ
ル
ス
・
リ
バ
ー
ス
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
の
成
果
を

従
来
の
ウ
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
と
は
異
な
る
遺
伝
毒
性
の
な
い
高
発
現
細
胞
質

R
N
A

ベ
ク
タ
ー
「
セ
ン
ダ
イ
ウ
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
」
の
創
出
へ
と
発
展
さ
せ

た
。
高
効
率
で
安
全
性
の
高
い
ベ
ク
タ
ー
設
計
が
急
速
に
進
展
し
、
蛋
白
質
生

産
、
遺
伝
毒
性
の
な
い
遺
伝
子
治
療
、
が
ん
治
療
、
エ
イ
ズ
ワ
ク
チ
ン
な
ど
へ

の
応
用
の
た
め
の
数
多
く
の
独
自
で
、
有
望
な
開
発
が
進
み
、
臨
床
応
用
が
現

実
性
を
持
つ
に
至
っ
た
。
と
く
に
、
困
難
を
極
め
る
エ
イ
ズ
ワ
ク
チ
ン
の
開
発

競
争
の
な
か
で
、
最
も
有
望
視
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
手
法
を
提
案
し
、
臨
床
試
験

を
前
提
と
し
た
日
米
共
同
研
究
の
開
始
に
至
っ
た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。

（
４
）

エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
糖
鎖
の
網
羅
的
解
析

パ
ラ
ミ
ク
ソ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
他
の
ウ
イ
ル
ス
エ
ン
ベ
ロ
ー
プ
蛋
白
質
は
高
々

数
個
の
糖
鎖
を
持
つ
に
過
ぎ
な
い
が
、
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
エ
ン
ベ
ロ
ー
プ
蛋
白

質gp120

は
二
十
数
個
も
の
糖
鎖
を
も
つ
こ
と
に
着
目
し
、
膨
大
な
数
の
サ
ル

エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
糖
鎖
欠
失
変
異
感
染
性cD

N
A

ク
ロ
ー
ン
の
パ
ネ
ル
を
作

製
し
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
能
成
立
に
必
要
な
糖
鎖
や
、
複
数
の
糖
鎖
を
欠
失
し
た

ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
宿
主
免
疫
応
答
が
変
化
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ

れ
は
、
蛋
白
質
骨
格
の
み
に
集
中
し
が
ち
で
あ
っ
た
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
エ
ン
ベ

ロ
ー
プ
蛋
白
質
の
構
造
と
機
能
の
研
究
に
新
た
な
方
向
性
を
提
示
し
、
か
つ
、

新
た
な
ワ
ク
チ
ン
デ
ザ
イ
ン
に
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ

る
。以

上
、
永
井
氏
は
、
三
十
余
年
に
わ
た
り
、
複
雑
か
つ
高
次
の
病
原
性
の
分

子
的
理
解
を
促
す
と
い
う
形
で
世
界
の
ウ
イ
ル
ス
研
究
を
リ
ー
ド
し
た
。
さ
ら
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に
、
純
学
術
的
必
要
性
か
ら
生
ま
れ
た
セ
ン
ダ
イ
ウ
イ
ル
ス
・
リ
バ
ー
ス
ジ
ェ

ネ
テ
ィ
ク
ス
を
世
界
に
発
信
す
る
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
育
て
上
げ
た
。
ウ

イ
ル
ス
学
に
お
い
て
、
学
理
と
技
術
の
両
面
に
わ
た
り
傑
出
し
た
成
果
を
あ
げ

た
こ
と
は
高
く
評
価
さ
れ
る
。

注

研
究
項
目
（
３
）
は
デ
ィ
ナ
ベ
ッ
ク
社
と
の
共
同
研
究
で
あ
る
。

総
説

1.
N

A
G

A
I

Y
.

(1993
).

Protease-dependent
virus

tropism
and

pathogenicity
.

T
rends

M
icrobiol.

1,81-87.

2.
N

A
G

A
I

Y
.

(1999
).

Param
yxovirus

replication
and

pathogenesis.
R

everse

genetics
transform

s
understanding.R

ev.M
ed.V

irol.
9,83-99.

3.
N

A
G

A
I

Y
,K

ato
A

.(2004).A
ccessory

genes
of

the
P

aram
yxoviridae,

a
large

fam
ily

of
nonsegm

ented
negative-strand

R
N

A
viruses,

as
a

focus
of

active

investigation
by

reverse
genetics.

C
urr.

T
op

.
M

icrobiol.
Im

m
unol.

283,
197-

248.

4.
N

A
G

A
I

Y
,

Inoue
M

,
Iida

A
,

Z
hu

Y
-F

,
H

asegaw
a

M
,

K
ato

A
,

M
atano

T
.

Sendaivirus
engineering:From

reverse
genetics

to
vector

developm
ent

(2007).

In
“V

iral
E

xpression
V

ectors
(K

L
H

efferon
ed

.)”,
pp

.
123-146,

R
esearch

Signpost,T
ransw

orld
R

esearch
N

etw
ork,

K
arela.

原
著

1.
N

A
G

A
I

Y
,

K
lenk

H
-D

,
R

ott
R

.
(1976

).
Proteolytic

cleavage
of

the
viral

glycoproteins
and

its
significance

for
the

virulence
of

N
ew

castle
disease

virus.

V
irology

72,494-508.
2.

N
A

G
A

I
Y

,K
lenk

H
-D

.(1977).A
ctivation

of
precursors

to
both

glycoproteins

of
N

ew
castle

disease
virus

by
proteolytic

cleavage.V
irology

77,125-134.
3.

T
oyoda

T
,

Sakaguchi
T

,
Im

ai
K

,
Inocencio

N
M

,
G

otoh
B

,
H

am
aguchi

M
,

N
A

G
A

I
Y

.(1987).Structural
com

parison
of

the
cleavage-activation

site
of

the

fusion
glycoprotein

betw
een

virulentand
avirulent

strains
of

N
ew

castle
disease

virus.V
irology

158,242-247.

4.
G

otoh
B

,O
gasaw

ara
T

,T
oyoda

T
,Inocencio

N
M

,H
am

aguchi
M

,N
A

G
A

I
Y

.

(1990
).

A
n

endoprotease
hom

ologous
to

the
blood

clotting
factor

X
as

a

determ
inantof

viraltropism
in

chick
em

bryo.E
M

B
O

J.
9,4189-4195.

5.
O

gasaw
ara

T
,G

otoh
B

,Suzuki
H

,A
saka

J,Shim
okata

K
,R

ott
R

,
N

A
G

A
I

Y
.

(1992).
E

xpression
of

factor
X

a
and

its
significance

for
the

determ
ination

of

param
yxovirus

tropism
in

the
chick

em
bryo.E

M
B

O
J.

11,467-472.

6.
O

hnishiY
,Shioda

T
,N

akayam
a

K
,Iw

ata
S

,G
otoh

B
,H

am
aguchi

M
,N

A
G

A
I

Y
.(1994).A

furin-defective
cell

line
is

able
to

process
correctly

the
gp160

of

hum
an

im
m

unodeficiency
virus

type
1.J.V

irol.
68,4075-4079.

7.
K

ato
A

,
Sakai

Y
,

Shioda
T

,
K

ondo
T

,
N

akanishi
M

,
N

A
G

A
I

Y
.

(1996
).

Initiation
of

Sendai
virus

m
ultiplication

from
transfected

viral
cD

N
A

or
R

N
A

w
ith

negative
or

positive
sense.G

enes
C

ells
1,569-579.

8.
K

ato
A

,
K

iyotani
K

,
Sakai

Y
,

Y
oshida

T
,

N
A

G
A

I
Y

.
(1997

).
T

he

param
yxovirus,S

endai
virus,V

protein
encodes

a
luxury

function
required

for

viralpathogenesis.E
M

B
O

J.
16,578-587.

9.
Y

u
D

,Shioda
T

,K
ato

A
,H

asan
M

K
,SakaiY

,N
A

G
A

I
Y

.(1997).Sendai
virus

-based
expression

of
H

IV
-1

gp120:
reinforcem

ent
by

the
V

(-)
version.

G
enes

C
ells

2,457-466.

10.
K

urotaniA
,K

iyotaniK
,K

ato
A

,Shioda
T

,Sakai
Y

,M
izum

oto
K

,Y
oshida

T
,

N
A

G
A

I
Y

.(1998).T
he

Sendai
virus

C
proteins

are
categorically

nonessential

gene
products

but
silencing

their
expression

severely
im

pairs
viral

replication

and
pathogenesis.G

enes
C

ells
3,111-124.

11.
O

hgim
oto

S
,

Shioda
T

,
M

ori
K

,
N

akayam
a

E
E

,
H

u
H

,
N

A
G

A
I

Y
.

(1998
).

L
ocation

specific,unequal
contribution

of
the

N
-glycans

in
SIV

gp120
to

viral

infectivity
and

rem
oval

of
m

ultiple
glycans

w
ithout

disturbing
infectivity

.
J.

四
〇



V
irol.

72,8365-8370.

12.
G

otoh
B

,T
akeuchi

K
,K

om
atsu

T
,Y

okoo
J,

K
im

ura
Y

,
K

ato
A

,
K

urotani
A

,

N
A

G
A

I
Y

.(1999).K
nockout

of
the

Sendai
virus

C
genes

elim
inates

the
viral

ability
to

prevent
the

interferon-α
/β

m
ediated

responses.F
E

B
S

L
ett.

459,205-

210.

13.
K

ato
A

,
K

iyotani
K

,
H

asan
M

K
,

Shioda
T

,
Sakai

Y
,

Y
oshida

T
,

N
A

G
A

I
Y

.

(1999
).

Sendai
virus

gene
start

signals
are

not
equivalent

in
reinitiation

capacity:M
oderation

atthe
F

gene.J.V
irol.

73,9237-9246.

14.
K

ano
M

,
M

atano
T

,
N

akam
ura

H
,

T
akeda

A
,

A
riyoshi

K
,

M
ori

K
,

Sata
T

,

N
A

G
A

I
Y

.
(2000

).
E

licitation
of

protective
im

m
unity

against
sim

ian

im
m

unodeficiency
virus

by
a

recom
binant

Sendai
virus

expressing
the

G
ag

protein.A
ID

S
14,1281-1282.

15.
Y

onem
itsu

Y
,K

itson
C

,Ferrari
S

,Farley
R

,G
riesenbach

U
,Judd

D
,

Steel
R

,

Scheid
P

,
Z

hu
J,

Jeffery
PK

,
K

ato
A

,
H

asan
M

K
,

N
A

G
A

I
Y

,
Fukum

ura
M

,

H
asegaw

a
M

,
G

eddes
D

M
,

A
lton

E
W

FW
.

(2000).
E

fficient
gene

transfer
to

airw
ay

epithelium
using

recom
binantSendai

virus.N
ature

B
iotechnol.

18,970

-973.

16.
L

iH
-O

,U
eda

Y
,A

sakaw
a

M
,K

um
a

H
,H

irata
T

,L
ee

Y
-S

,Fukum
ura

M
,Iida

A
,

K
ato

T
,

N
A

G
A

I
Y

,
H

asegaw
a

M
.

(2000
).

A
cytoplasm

ic
R

N
A

vector

derived
from

non-transm
issible

Sendai
virus

w
ith

efficient
gene

transfer
and

expression.J.V
irol.

74,6564-6569.

17.
M

ori
K

,
Y

asutom
i

Y
,

O
hgim

oto
S

,
N

akasone
T

,
T

akam
ura

S
,

N
A

G
A

I
Y

.

(2001
).

A
quintuple

deglycosylation
m

utant
of

SIV
m

ac
239

in
rhesus

m
acaques.R

obustprim
ary

replication,severely
im

paired
chronic

infection
and

elicitation
of

potent
im

m
unity

against
the

w
ild-type

strain.
J.

V
irol.

75,
4023-

4028.

18.
M

asaki
I,Y

onem
itsu

Y
,Y

am
ashita

A
,Sata

S
,

T
ani

M
,

K
om

ori
K

,
N

akagaw
a

K
,

H
ou

X
,

N
A

G
A

I
Y

,
H

asegaw
a

M
,

Sugim
achi

K
,

Sueishi
K

.
(2002

).

A
ngiogenic

gene
therapy

for
experim

ental
critical

lim
b

ischem
ia:

acceleration

of
lim

b
loss

by
overexpression

of
vascular

endothelial
grow

th
factor

165
but

notof
fibroblastgrow

th
factor-2.C

irc
R

es.
17,966-973.

19.
K

ato
A

,
C

ortese-G
rogan

C
,

M
oyer

SA
,

Sugahara
F

,
Sakaguchi

T
,

K
ubota

T
,

O
tsuki

N
,

K
ohase

M
,

T
ashiro

M
,

N
A

G
A

I
Y

.
(2004).

C
haracterization

of
the

am
ino

acid
residues

of
Sendai

virus
C

protein
that

are
critically

involved
in

its

interferon
antagonism

and
R

N
A

synthesis
dow

n-regulation.J.V
irol.

78,7443-

7454.

20.
K

inoh
H

,Inoue
M

,W
ashizaw

a
K

,Y
am

am
oto

T
,Fujisaw

a
S,T

okusum
iY

,Iida

A
,N

A
G

A
I

Y
,H

asegaw
a

M
.(2004).G

eneration
of

a
recom

binant
Sendai

virus

that
is

selectively
activated

and
lyses

hum
an

tum
or

cells
expressing

m
atrix

m
etalloproteinases.G

ene
T
her.11,1133-1145.

21.
M

atano
T

,
K

obayashi
M

,
Igarashi

H
,

T
akeda

A
,

N
akam

ura
H

,
K

ano
M

,

Sugim
oto

C
,M

ori
K

,Iida
A

,H
irata

T
,

H
asegaw

a
M

,
Y

uasa
T

,
M

iyazaw
a

M
,

T
akahashiY

,Y
asunam

iM
,K

im
ura

A
,O

’C
onnor

D
H

,W
atkins

D
I,N

A
G

A
I

Y
.

(2004
).

C
ytotoxic

T
lym

phocyte-based
control

of
sim

ian
im

m
unodeficiency

virus
replication

in
a

preclinical
A

ID
S

vaccine
trial.

J.
E

xp.
M

ed.
199,

1706-

1718.

22.
Y

oshizakiM
,H

ironaka
T

,Iw
asakiH

,B
an

H
,T

okusum
i

Y
,Iida

A
,N

A
G

A
I

Y
,

H
asegaw

a
M

,
Inoue

M
.

(2006).
N

aked
Sendai

virus
vector

lacking
all

of
the

envelope-related
genes:

reduced
cytopathogenicity

and
im

m
unogenicity

.
J

G
ene

M
ed.

8,1151-1159.

23.
K

ato
A

,
K

iyotani
K

,
K

ubota
T

,
Y

oshida
T

,
T

ashiro
M

,
N

A
G

A
I

Y
.

(2007
).

Im
portance

of
the

anti-interferon
capacity

of
Sendai

virus
C

protein
for

pathogenicity
in

m
ice.J.V

irol.
81,3264-3271.

24.
K

iyotani
K

,
Sakaguchi

T
,

K
ato

A
,

N
A

G
A

I
Y

,
Y

oshida
T

.
(2007

).

Param
yxovirus

Sendai
virus

V
protein

counteracts
innate

virus
clearance

through
IR

F-3
activation,butnotvia

interferon,in
m

ice.V
irology

359,82-91.

四
一




